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金川工場   〒709-2134

  TEL (086)224-3291 FAX (086)224-3310

1．   組織の概要

（1)   事業者名及び代表者名

  タマタイ産業　株式会社

  代表取締役　大塚　雅司

（2)   所在地

本　　　社   〒700-0935

  岡山県岡山市北区神田町2丁目1-25

  岡山県岡山市北区御津下田450

  TEL (086）724-0115 FAX (086）724-2694

建部工場   〒709-3121

（3)   設立

  岡山県岡山市北区建部町大田1425

  TEL (086）722-3865 FAX (086）722-3459

  昭和55年6月19日

（4)   事業内容

  資本金　2500万円

  木材チップ製造販売、樹皮を素材とした堆肥・肥料・マルチング材製造販売、

  産業廃棄物処理業（中間処理）・収集・運搬、一般廃棄物収集・運搬、処分

（5)   事業規模

活動規模 単位
2016年6月～ 2015年6月～ 2014年6月～

  2017年5月   2016年5月   2015年5月

受入量 t 43,645 32,817 36,873

処理量（出荷量） t 27,702 22,906 25,737

売上高 百万円 686 586 465

収集運搬量 t 3,858 3,487 3,847

敷地面積（建部工場） ㎡ 8,761.14 8,761.14 8,761.14

敷地面積（金川工場） ㎡ 8,441.74 8,441.74 8,441.74

34.23 34.23

床面積（金川工場） ㎡ 1,173.87 1,173.87 1,173.87

（6)   対象範囲

床面積（本社） ㎡ 34.23

  本社、金川工場、建部工場

床面積（建部工場） ㎡ 4,150.28 4,150.28 4,150.28
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　【基本方針】

2．   環境方針

　【環境理念】

 　 タマタイ産業株式会社は、廃棄物処理に携わる企業として、事業活動における

  負荷の低減に積極に取り組みます。

6．   環境に関係する法規制、条例等を遵守し、環境に配慮した調達を進めます。

1．   業務における無駄・無理の排除に努めます。

2．   中間処理に伴う再資源化率の向上を図ります。

3．   節電と省エネルギーを進め、二酸化炭素排出量を削減し、地球温暖化防止

  に努めます。

4．   節水に努め、排出量を低減し、水資源の保全に努めます。

5．   グリーン購入の推進に努めます。

タマタイ産業株式会社

大塚　雅司

7．   環境への取組を環境活動レポートに取りまとめ公表します。

環境関連法規制等を遵守します。

上記環境方針を全社員に周知します。

制定日：平成24年 6月1日
改定日：平成28年 6月1日
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建部工場長　田渕　康人

管理責任者 大塚　翔  
　・営業品目
　・バーク堆肥
　・マルチング材
　・緑化資材
　・7名他アルバイト2名

責任及び権限
1）社長
①エコアクションに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。
②エコアクションの実施及び管理に必要な資源を用意する。
③管理責任者を任命する。
④環境方針の設定・見直し及び伝達を行う。
⑤代表者による全体見直しと評価を行う。
2）管理責任者
①エコアクションを構築し、管理する。
②環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し、承認する。
③法規制等の取りまとめを行い遵守状況をチェックする。
④環境目標を設定し、環境活動計画を確認し、承認する。
⑤環境活動の取組状況を確認し、環境目標の達成状況を評価する。
⑥問題点の是正・予防処置に対する指示と改善や見直しを必要な処置を行う。
⑦環境活動の取組結果を代表者へ報告する。
3）各工場長
①工場におけるエコアクションの実施。
②工場における環境方針の周知。
③工場の従業員に対する教育訓練の実施。
④工場に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告。
⑤特定された項目の手順書作成及び運用管理。
⑥工場の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練、記録。
⑦工場の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

3．  組織図 2016年7月1日

本社　4名

総務

金川工場長　大塚　翔

代表取締役 大塚 雅司
 
　・営業品目
　・木材チップ製造・販売
　・産業廃棄物中間処理（木くず）
　・12名他アルバイト7名
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破砕施設
環境等の実績

バーカー チッパー スクリーン

（原木剥皮機） （破砕） （篩い機）

・ 製紙用原料チップ

粉砕施設

樹皮・葉 固定粉砕機 ＊１）：堆積し切返しを実施

（粉砕）

出 荷 ・ マルチング

出 荷
小
径
木

4．  産業廃棄物施設の処理工程図

                                                産業廃棄物施設の処理工程図

木 製品ヤード

チッパー

（破砕）

木 バーク置場
＊１）

・ タマタイバーク堆肥
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5．  許可の内容

  表（1）　処理施設の概要 ※優良認定を取得しているので、有効年月日に変更があります。 平成 28 年 07 月 01 日  現在

① 処理業関連 発行者 登録及び許可番号 届出及び許可年月日 許可の有効年月日 事業内容等 取扱品目

  木くず

  岡山市長   第08320015552号   平成21年2月28日

  産業廃棄物処理業   岡山県知事   第3321015552号   平成21年2月28日 ※  平成35年2月27日
  中間処理（移動式破砕）

　　設置場所：岡山県（岡山市及び倉敷市を除く）

　　　　　　　　　産業廃棄物排出事業場内

　　設置年月日：平成15年9月2日

　　処理能力：440ｔ / 日（8時間）

　　設置許可番号：第1－（8の2）-3号

※  平成35年2月27日
  中間処理
　（定置式破砕・粉砕、移動式破砕及びバーク堆肥化処理）

  破砕（定置式）（金川事業所）
 廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維くず　　以上4種

類
（石綿含有産業廃棄物及び自動車等破砕物を除く。）

  破砕（定置式）（建部事業所）

  バーク堆肥化処理（建部事業場）   木くず、動物のふん尿　　以上2種類

  倉敷市長   第10020015552号   平成21年4月6日 ※  平成35年2月27日   破砕（移動式）    木くず　（石綿含有産業廃棄物を除く。）

   木くず　　以上1種類　（石綿含有産業廃棄物を除く。）

  破砕（定置式）（金川事業所）    木くず　　以上1種類　（石綿含有産業廃棄物を除く。）

  粉砕（移動式）    木くず　　以上1種類　（石綿含有産業廃棄物を除く。）

  バーク堆肥化処理（金川事業場）   木くず、繊維くず　　以上2種類

   木くず、動物のふん尿　（これらのうち石綿含有産業廃棄物を除く。）

  岡山市長   第08310015552号   平成23年11月8日 ※  平成32年12月23日
  積替え保管の有無　【有】
　　①積替え保管を行う場所及び面積並びに
　　　 保管する産業廃棄物の種類
　　　・岡山市南区海岸通二丁目3番23の一部
　　　　（面積550㎡）
　　　・木くず　以上1種類（石綿含有産業廃棄物を除く）
　　②保管上限及び積み上げることのできる高さ
　　　・990㎥
　　　・3ｍ

   木くず、動物のふん尿　（石綿含有産業廃棄物を除く。）

  　

  産業廃棄物収集運搬業   岡山県知事   第33010155521号   平成21年4月19日 ※  平成35年4月18日

  兵庫県知事   第028060155552号   平成23年12月14日   平成33年1月9日   木くず

  木くず

  一般廃棄物収集運搬業   岡山市長   4105   平成24年3月31日   平成30年3月31日   一般廃棄物（事業活動に伴うごみ）の収集・運搬   木くず

  一般廃棄物処理業   岡山市長   4110   平成24年11月1日   平成30年10月30日   中間処理（選別・破砕・粉砕）
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②   処理施設の種類   産業廃棄物の種類   施設の場所   設置年月日   処理能力   処理方法   構造及び設備の概要

  ナイフ方式　UTC603-3N型

  破砕機   木くず   金川工場   平成15年1月6日   4.9t / 日   破砕   ナイフ方式　CKS-803型

  破砕機   木くず   金川工場   昭和62年11月30日   96t / 日   破砕

  回転ハンマー方式BR200T

  破砕機（固定式）   木くず   金川工場   平成15年12月27日   440t / 日   破砕   回転ハンマー方式BR200T

  破砕機（移動式）   木くず   金川工場   平成15年9月2日   440t / 日   破砕

  ナイフ方式 PS103型
  廃プラスチック   4.57t / 日

  紙くず   4.18t / 日

  繊維くず   1.53t / 日

  破砕機（固定式）

  木くず

  金川工場   平成18年1月13日

  4.79t / 日

  破砕

  ハンマー方式 HMP-1400型

  破砕機（固定式）   木くず・動物ふん尿   建部工場   平成元年2月28日   24t / 日   破砕   ハンマー方式 HMP-720N型

  破砕機（固定式）   木くず   金川工場   平成19年7月30日   104t / 日   破砕

  重機にて切り替えし  バーク堆肥化処理施設   木くず・動物ふん尿   建部工場   平成元年2月28日   24t / 日   集積熟成

  ハンマー方式 HMP-720型

  バーク堆肥化処理施設   木くず・繊維くず   金川工場   平成18年1月13日   24t / 日   集積熟成   重機にて切り替えし

  粉砕機   木くず   金川工場   平成5年7月21日   36t / 日   粉砕
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せ

6．  施設等の状況
（1)   車両一覧
写真（1）　車両一覧

岡山 100 さ 88-96 岡山 100 す 41-93 岡山 100 705 岡山 100 は 46-07

積載量   3,500 ㎏ 8tキャブオーバー 積載量   8,600 ㎏

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

4ｔダンプ 積載量   3,500 ㎏ 4ｔダンプ 積載量   3,500 ㎏ 4ｔダンプ

100

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

岡山 11 ほ 58-48 岡山 岡山 100 さ 36-13

10tダンプ 積載量   7,800 ㎏ 4ｔダンプ 積載量   4,000 ㎏ 4ｔダンプ 積載量   2,800 ㎏

さ 29-47 岡山 100 さ 91-48

4ｔダンプ 積載量   4,000 ㎏

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真

車
　
両
　
正
　
面
　
写
　
真
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承認 確認 作成

7． 2016 年度　環境目標及び環境活動計画書
代表者

環境管理責任
者 環境事務局

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

【基準年】 エアコンの温度設定（夏２７度、冬２３度） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
基準年実績（2015年度） 動力が電気の施設休憩時間は停止 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

電気 499,206 kWh パソコンおよびコピー機など節電モードの設定 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
二酸化炭素 352,439 kg-CO2

0.706 kWh 33,546 40,014 43,950 38,256 37,818 46,596 39,744 44,400 40,692 46,554 47,358 40,278 499,206

【目標、目標期間】 （月別）Kg-CO2 23,683 28,250 31,029 27,009 26,700 32,897 28,059 31,346 28,729 32,867 33,435 28,436

2016年度 494,214 kWh （累計）Kg-CO2 23,683 51,933 82,962 109,971 136,670 169,567 197,626 228,973 257,701 290,568 324,003 352,439

目標 kWh 33,211 39,614 43,511 37,873 37,440 46,130 39,347 43,956 40,285 46,088 46,884 39,875

348,915 kg-CO2 （月別）Kg-CO2 23,447 27,967 30,718 26,739 26,433 32,568 27,779 31,033 28,441 32,538 33,100 28,152

【中期目標】 （累計）Kg-CO2 23,447 51,414 82,132 108,871 135,304 167,871 195,650 226,683 255,124 287,663 320,763 348,915

年度 基準年度比 【中期計画】 実績 kWh 39,924 46,242 46,296 41,928 42,462 39,822 41,730 43,464 41,628 43,104 49,476 41,490 517,566

2016年度 494,214 kg-CO2 99% 省電力家電の導入 （月別）Kg-CO2 28,186 32,647 32,685 29,601 29,978 28,114 29,461 30,686 29,389 30,431 34,930 29,292

2017年度 489,222 kg-CO2 98% （累計）Kg-CO2 28,186 60,833 93,518 123,119 153,098 181,212 210,673 241,359 270,748 301,180 336,110 365,402 104%

2018年度 484,230 kg-CO2 97% × × × × × ○ × ○ × ○ × ×

× × × × × × × × × × × × ×

休憩時間は必ずエンジンをとめる ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
基準年実績（2015年度） 効率よく処理できるような体制の構築 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ガソリン 6,546 ℓ エンジンの出力調整 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　　軽油　 141,060 ℓ 基準年 ガソリン L 499 517 483 611 596 530 549 502 573 705 355 626 6,546

二酸化炭素 385,387 kg-CO2 軽油 L 13,174 13,271 11,979 11,092 12,201 11,762 10,495 9,567 13,296 13,912 10,705 9,606 141,060

【目標、目標期間】 （月別）Kg-CO2 35,732 36,028 32,558 30,528 33,403 32,098 28,817 26,273 36,224 38,147 28,918 26,663 385,387

2016年度 381,533 kg-CO2 （累計）Kg-CO2 35,732 71,759 104,318 134,846 168,249 200,347 229,164 255,436 291,660 329,806 358,724 385,387

目標 （月別）Kg-CO2 35,374 35,668 32,233 30,222 33,069 31,777 28,529 26,010 35,861 37,765 28,629 26,396

【中期目標】 （累計）Kg-CO2 35,374 71,042 103,275 133,497 166,566 198,343 226,872 252,882 288,743 326,508 355,137 381,533

年度 基準年度比 実績 ガソリン L 504 615 475 374 255 286 353 433 345 449 321 264 4,672

2016年度 381,533 kg-CO2 99% 【中期計画】 軽油 L 12,078 11,642 14,316 12,456 11,138 12,796 12,743 11,480 13,949 15,469 11,696 15,135 154,898

2017年度 377,679 kg-CO2 98% 低燃費車両、電気車両、低燃費の重機の導入 （月別）Kg-CO2 32,867 31,980 38,673 33,557 29,821 34,244 34,261 31,132 37,407 41,639 31,439 40,333 417,353

2018年度 373,825 kg-CO2 97% （累計）Kg-CO2 32,867 64,847 103,520 137,077 166,898 201,142 235,403 266,535 303,943 345,581 377,020 417,353 108%

○ ○ × × ○ × × × × × × ×

○ ○ × × × × × × × × × × ×

処理工程の見直し
基準年実績（2015年度） 処理不可製品の製品化に向けての研究 ● ● ○ ○

廃棄物 520 kg 処理できないものはなるべく買わない、使わない ● ● ○ ○
【目標、目標期間】
2016年度 515 kg

基準年 kg 175 201 106 38 520

【中期目標】 　　　（累計）kg 175 175 175 175 376 376 482 482 482 520 520 520

年度 基準年度比 目標 （月別）kg 173 0 0 0 199 0 105 0 0 38 0 0 515

2016年度 515 kg 99% 【中期計画】 　　　　　　　　　（累計）kg 173 173 173 173 372 372 477 477 477 515 515 515

2017年度 510 kg 98% 選別の徹底 実績 （月別）kg 151 305 68 56 580

2018年度 504 kg 97% 製紙会社に紙類を持って帰ってもらう。 　　　（累計）kg 151 151 151 151 456 456 524 524 524 580 580 580 112%

○ × ○ ×

○ × × ×

節水ポスターの掲示 ● ● ● ● ● ●
基準年実績（2015年度） 井戸水や川から取水 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

使用量 1,528 m3 製品の発熱対策の水を用水、雨水などを利用する ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
【目標、目標期間】
2016年度 1,513 m3

基準年 m3 163 106 103 175 96 134 111 83 116 128 179 134 1,528

【中期目標】 　　　（累計）m3 163 269 372 547 643 777 888 971 1,087 1,215 1,394 1,528

年度 基準年度比 目標 （月別）m3 161 105 102 173 95 133 110 82 115 127 177 133 1,513

2016年度 1,513 m3 99% 【中期計画】 （累計）m3 161 266 368 542 637 769 879 961 1,076 1,203 1,380 1,513

2017年度 1,497 m3 98% 節水ノズル等の導入 実績 （月別）m3 153 126 163 197 142 165 144 125 105 122 148 153 1,743

2018年度 1,482 m3 97% 車及び重機の洗車に対して、雨水の再利用 （累計）m3 153 279 442 639 781 946 1,090 1,215 1,320 1,442 1,590 1,743 114%

○ × × × × × × × ○ ○ ○ ×

○ × × × × × × × × × × × ×

【目標、目標期間】
事務用品や消耗品をグリーン購入対応品に切り替え
る

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
2016年度 5 品目or ％ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
【中期目標】 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

年度
2016年度 6 品目or％ 15 21 23 18 9 12 23 25 21 26 28 21 242

2017年度 7 品目or％ 【中期計画】 3 3 3 3 3 3 6 5 6 4 9 5 53

2018年度 8 品目or％ 低価格商品のみならず、高価格商品も切り替える 20% 14% 13% 17% 33% 25% 26% 20% 29% 15% 32% 24% 22%

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

作成日： 2016年11月22日
更新日： 2017年8月20日

方
針

目標
(方針に掲げた取組項目は必ず挙げる）

目標達成手段
責任部門
（責任者）

スケジュール
取組評価 定期的な確認・評価・是正（挽回策）

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力の
二酸化炭
素削減

本社　（友定）
1/4
半
期

1/4半期は、全工場とも取り組めました。ただ前年に比べ夏季
の平均温度が高いこともあり、実績は前年に比べ増えている。金川　（大智）

建部　（川上）

目標値

総
括

今年は全体的に廃棄物の入荷量が多く、処理の為に工場の稼
働率が高くなり、結果目標を達成できませんでした。今後はより
多く処理が出来るようにフローの改善等を行っていきたいと思
います。

月次評価
累計評価

上
半
期

上半期は、目標値に比べ実績が上回っています。その原因
は、前年度に比べ大口の物件が入ってき、その処理をするた
めに稼働率を上げました

二酸化炭素排出係数： 基準年

3/4
半
期

3/4半期は、目標値に比べ実績が上回っていますが、大口の
物件が
入ってきていることを考えるとかなり抑えられていると思いま
す。

重機や自
動車の二
酸化炭素
削減

【基準年】 本社　（岡本）
1/4
半
期

受入量の増加に伴い、破砕施設の使用が増えたために
実績数は増えています。金川　（井上）

建部　（田渕）
上
半
期

9月よりガソリン及び軽油の使用量は減っています。理由
として、燃費の悪い乗用車の使用をやめたこと。軽油
は、収集運搬の使用があまりなかったことが考えられま
す

3/4
半
期

3/4半期は繁忙期といいうこともあり、目標から大きく超
えてしまいました。ガソリンより軽油が多いというのは、収
集運搬量が多かったと考えられます。

目標値

総
括

今年は前年度に比べ収集運搬量が多かったため、低燃
費車に切り替えたことのガソリン使用量減少より、軽油の
使用量が多くなりました。今後は収集運搬に使用するト
ラックも徐々に低燃費車への切り替えを検討していこうと
思います。月次評価

累計評価

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般廃棄
物の削減
（再資源化
率の向上）

【基準年】 1/4
半
期

3か月に1度の頻度で行っています。6月は目標値に対し
て実績は少なかったので、基準をクリアできました。金川　（井上）

建部　（内田）

上
半
期

上半期は、6月は目標値に比べ減少をしましたが、10月
は金川工場の建物造成のために、大掃除を行ったため
実績は目標値に比べ大幅にあがりました。

3/4
半
期

3/4半期は目標を達成できました。上半期に掃除をした
為、ソコまでゴミが出なかったことが理由と考えられま
す。

目標値

総
括

建物の造成、一部引越しの為に今まで放置していたゴミ
を処分しました。その為、目標は達成できませんでした
が、綺麗になり今後は必要なものとそうでない物を分別
しながら仕事をしようと思います。

月次評価
累計評価

建部　（川上）
上
半
期

今年の上半期は晴天の日が多く、しかも高温時期が続
いていたため、堆積物が乾燥しており、ほこり防止のた
めに散水を行っていました。実績は目標値に対して超え
ています

水
使
用
量
削
減

水使用量
の削減

【基準年】 本社　（小林）
1/4
半
期

目標数量に対して、達成できている月と、できていない月
があります。6月から8月と高温時期、多湿時期ということ
もあり、天候によって左右されることもありました。

金川　（大智）

3/4
半
期

3/4半期は目標を達成できませんでした。堆積物の発酵
熱を下げる為に散水を行ったことが原因と考えられま
す。

目標値

総
括

全体的に水の使用量が増えています。今後は井戸を掘
り、地下水を利用することを考えています。

月次評価
累計評価

本社　（岡本）

前
期

前期は、グリーン購入の品を選ぶことが少なく、あまり購
入していませんでしたが、今期からは毎月3種目以上の
グリーン購入品目を買うように積極的に取り組んでいき
ます。

グリーン購入は今まで意識していなかったことなので、今
後は徐々にでもグリーン購入品を増やしていこうと思い
ます。

グリーン購入
比率

評価

グ
リ
ー

ン
購
入

事務用品
のグリーン

購入

金川　（和気）

建部　（川上）
目標値 事務用品集計

母数
総
括

1



６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

方
針

目標
(方針に掲げた取組項目は必ず挙げる）

目標達成手段
責任部門
（責任者）

スケジュール
取組評価 定期的な確認・評価・是正（挽回策）

環境教育 一般教育 ・環境方針・目標・活動計画の周知 ○ ●
幹部教育 ・環境目標・環境活動進捗状況確認・評価 ○ ●

緊急事態対応訓練 ・火災対応訓練 ●
環境関連法規等の遵守評価チェック ● ○

会社周辺の清掃活動 ○

代表者による全体の評価と見直し ○

環境活動レポート ・作成と地域事務局への送付 ○

※計画：○、実績：● ※3ヶ月毎に確認し、累計評価が×の場合は、原因の把握や達成手段の徹底・追加を行う

教育等
年間活動実績
スケジュール

総
括

全体としては目標が達成できなかったと思います。今後
の目標と致しましては、より無駄の無い処理工程の考察
と、低環境負荷の機器の導入です。一歩ずつ進んでいき
ましょう。

環境管理責任者
環境管理責任者

※環境管理責任者は必要に応じ、取組や是正の指示を行う
※代表者は環境管理責任者の報告を受け、必要に応じて取組や是正の指示を行う

総務部
環境管理責任者
各工場長
代表者
環境管理責任者
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一覧表は定期的（毎年）に最新版管理をし、遵守評価を実施する。

　 　 　
　

条項

（法律、規則、施行令） 許可
届出
報告

資格 届出先 証拠 判定

（一廃）事業許可証の有効期限、契約書有効期限 法7条、法8条
一般廃棄物収
集運搬業者

1回/2年 〇 市町村 中野 許可書 ○

（産廃）事業許可証の有効期限、契約書有効期限 法14条
産業廃棄物収
集運搬業者

1回/1年 〇 知事 中野 許可書 ○

排出事業者との契約書の確認 大塚 契約書 ○
排出事業者からのマニフェスト伝票受取り 和気 マニフェスト ○
B1、C2票の保管（5年間） 和気 マニフェスト ○
運搬車両への表示義務、マニフェスト伝票の携行、許可書（写し）の携行 大塚 ○

排出事業者へのB2票の送付 和気
マニフェスト
（写し）

○

処理実績報告 法12条の9の10 毎年6月末 〇 中野 実績報告書 ○
産廃中間処理施設（濃縮施設・破砕施設・圧縮施設・選別施設など） 法15条の1の2 〇 知事 中野 ○

一廃処理施設（破砕施設・圧縮施設、油水分離設備、食品廃棄物の選別施設など）
法7条の6、
法8条の1

〇 知事 中野 ○

肥料取締法 特殊肥料の届出 法22条 特殊肥料 初回のみ 〇 岡山県 田渕 届出書 ○

排出ガス対策型建
設機械の普及促進
に関する規程

対象事業が公共工事の場合
国土交通省告示第348
号

バックホウ、トラクタショベル、ブル
トーザ、発動発電機、空気圧縮機、油
圧パワーユニット、ロードローラ、タ
イヤローラ等

対策型ステッ
カー貼付の建
設機械使用

公共事業の都度 〇
発注者及び
元請者への
報告

大塚 ステッカー確認 ○

対象事業が公共工事の場合
国土交通省告示第487
号

　

低騒音型：ブル
トーザー、バッ
クホウ、トラク
ターショベル、
バイブロハン
マー、削岩機、
コンクリート
カッター、空気
圧縮機、発動発
電機　等
低振動型：バイ
ブロハンマー、
バックホウ

公共事業の都度 〇
発注者及び
元請者への
報告

大塚 ステッカー確認 ○

地域別騒音基準の順守 法5条、S43年告示1 大塚
届出書（環境ア
セス）

○

フロン類の登録充填回収業者による適切な引き渡し 法41条
業務用空調機、業務用冷蔵庫・
冷凍庫等

廃棄時、修理
時

委託確認書
引取証明書

○

フロン類回収時の委託確認書交付と引取証明書の保存（3年間） 法43条、法45条の3 〃
委託確認書
引取証明書

○

引取証明書が30日以内に送付されない場合の知事への報告 法45条の4 〃 ○ 知事 引取証明書 ○
第1種特定製品の点検・記録の保管
簡易点検：3ヶ月に1回以上
定期点検：1年もしくは3年に1回以上（一定規模以上）

法16の1 〃 井上 記録類 ○

フロン類算定漏洩量の報告（漏洩量1000t-CO2以上） 〃 ○ 所管大臣 井上 報告書 ○

機器の使用に関する義務
機器の点検の実施、点検等の履歴
の保存、漏えい防止措置、漏えい
量の報告

　 　 　 井上
点検・整備記録
簿

○

機器の廃棄等に関する義務 法19条 機器の廃棄時のフロン類回収の徹 井上 引き取り証明書 -

道路交通法 道路交通法に定める法律の遵守 法1章～9章 道路交通法に定める法律の遵守

公道利用によ
り事業が成り
立つという認
識の元、同法
令を順守する

通年 岡本
免許証
朝礼

○

自動車の登録 法4条 初回のみ 〇 陸運局 岡本 車検証 ○

車両の日常点検及び定期点検の実施 法47条、48条、49条
毎日の運行前点検、3
カ月点検、12カ月点検

〇 　 大塚 点検整備記録簿 ○

危険物製造・貯蔵・取扱の指定数量以上の許可申請
製造所等の危険物保安監督者の届出

法10条、11条
法13条

○ 　 中野
資格の有無
現場観察

○

指定数量未満の危険物保管の扱い 法9条の4
市町村火災予防条例：危険物保管
の指定数量1/5以上の届出

○ 大塚 ○

防火管理者を定める 〇 市町村 石原
防火管理者栓選
任届出書

○

消防訓練の実施 市町村 岡本
緊急事態訓練報
告書

○

指定可燃物の扱い 法9条の4
市町村火災予防条例：指定可燃物
の指定数量の5倍以上の届出

○ 市町村 中野 現場観察 ○

消防設備の点検 法17条の3の3 　
消火器、火災
報知器

石原 点検書類 ○

8.環境関連法規等一覧表（遵守評価記録）
作成日：2015年7月1日
改定日：2015年7月1日
確認日：2017年6月1日

承認者
大塚　翔 遵守評価日

　2017年6月1日
作成者

法規制等の名称
該当する要求事項
（対応すべき事項）

関連条例等による規制
該当する設備・

項目
点検・測定頻度、実施時

期

届出・報告・資格

消防法 消防訓練の実施
法8条の1
令3条の2

担当
順守評価

廃棄物処理法
（処理業）

法12条
則8条の19～38

他者排出の産
業廃棄物
処分先への収
集運搬を受託
するとき

低騒音型・低振動
型建設機械の指定

に関する規程

フロン排出抑制法

井上

法16条

第1種特定製品
の点検修理、
外媒の重点・
回収を整備業
者への委託

道路運送車両法
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計量法 計量器の法定定期検査 法21条
トラックス
ケール

1回/2年 大塚 証明書 ○

グリーン購入法 できる限り環境物品等を選択するよう努める 法5条
購入品・調達
品
購入先・外注

岡本 請求書等 ○
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9．   代表者による全体評価の見直しの結果

2017年8月4日

●環境管理責任者からの報告

環境管理責任者： 大塚　翔

項　　目 状　　況

環境目標の達成状況 　目標はあまり達成できませんでした。

法令等の遵守状況 　法令違反はありませんでした。

要　　否

外部からの苦情要望 　特にありませんでした。

環境法規制の改正、環境に関
する新しい技術などの情報

　社内でより効率的な処理方法の模索が出来ていると思います。
来期以降はこのことを生かし、目標達成出来たらと思います。

前回までのマネジメントレビューの
結果に対するフォローアップ

　大口物件の為の処理量増に比べ、CO2排出量は抑えられてい
ると感じます。ですが、今後は更なる効率化を求めて邁進してい
けると良いと思います。

2017年8月24日

社長サイン： 大塚　雅司

改善のための提案 　排水量を減らすため、地下水や雨水の利用を検討しましょう。

●社長の評価・見直し

見直し、支持事項

見直しの必要性
環境方針 環境目標 環境活動計画 環境経営システム

要　　否 要　　否 要　　否
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